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	生物多様性に配慮した居住地域づくり(大阪ガス 楠井祐子)
	ビル街における日常の自然の創出(南海電鉄 大西徳幸)
	都心における新・里山づくり(積水ハウス 佐々木正顕)
	日 時 ：2021年 2月19日（金）10 〜12 時 参加者 ：参加者 42名
	参加者提案意見（第2回）「大阪市の施設を利用した新しい取組み」事務局より発表
	第３回テーマ提起「生物多様性の恵みを感じるまち大阪2050 に向けて」大阪府立大学 平井規央教授
	まちなかで恵みを感じられる場づくりの発展
	新しい活動や連携の提案（参加者）

